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本研究では、我々が開発した 4 次元ランジュバン模型を用い、これまで 3 次元模型で決定してきたネック

パラメータを最適化し、さらに各動力学変数のゼロ点振動エネルギーに相当するパラメータを導入して、核

データ整備に向けて 236U 等の TKE 分布と分裂片質量数分布を同時に高精度で再現する改良を行った。 
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1. 緒言 

236U などの核分裂の機構解明は基礎研究や工学的応用の観点から重要である。従来、計算には 3 次元ラン

ジュバン模型が多く用いられてきたが、他グループの行っている 3 次元模型ではパラメータを原子核毎に設

定する必要があり物理的根拠や予測能力に欠け、改善の余地があった。核分裂では多くの物理量が相関を持

っているため、それらに対して統一的な記述を行えることが重要である。そこで、我々は 4 次元ランジュバ

ン模型を開発した[1]。本研究では、これまで 3 次元模型で決定し固定してきたパラメータを最適化し、さらに

物理的に合理的な新たなゼロ点振動パラメータを導入し、4 次元ランジュバン計算により 236U の分裂片全運

動エネルギー（TKE）の励起エネルギー依存性や質量数分布の高精度での系統的再現を目指し、核データ評

価のツールとして利用可能とすることを目的とした。 
2. 方法 

自由エネルギーは 2 中心模型に基づいて微視的巨視的理

論により計算した。さらに、Strutinsky 法と BCS ペアリング

の微視的エネルギー補正を取り入れた。本研究ではネック

パラメータを調整し、さらにゼロ点振動の振動数を自由度

毎に設定する改良を行った。 
3. 結果 
 入射中性子エネルギーと TKE の実験値[2]、計算結果の関

係は図 1 のようになった。TKE の絶対値、並びに励起エネ

ルギー増加に伴う TKE 減少がよく再現された。同時に TKE
の標準偏差も大幅にずれることなく再現された。また、分裂

片の質量数分布は図 2 のようになり、原子力で重要な低エ

ネルギーでの再現がよくできていることが確認された。現

在、マルチチャンス核分裂の補正を行いさらなる改良を施

している。 
4. 結論 
 4 次元ランジュバン模型の改良とパラメータの調整によ

り、励起エネルギー増加に伴う分裂片 TKE 減少傾向と 2 山

の分裂片質量数分布をよく再現することができた。 
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図 1 入射中性子エネルギーと TKE の関係 

図 2 分裂片の質量数分布 
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